
２
月
１８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
平
成
２２
年
度
各
会
計
予
算
案
７
件

を
審
査
す
る
た
め
に
、
３９
名
の
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
は
、
３
月
２
日
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
の
総
括

質
疑
の
後
、
４
分
科
会
で
詳
細
に
審
査
さ
れ
、
１０
日
の
予
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
各
分
科
会
長
か
ら
審
査
経
過
の
報
告
を
受
け
た
後
、

各
会
計
予
算
の
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
、
３
月
２９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
平
成
２２

年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行

う
た
め
に
、
２
月
１８
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
３９
名
の
議
員
を
構
成
委
員
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会
は
、

詳
細
な
審
査
を
行
う
た
め
に
、
第
１
か

ら
第
４
ま
で
の
４
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

各
分
科
会
の
審
査
事
項
は
、
第
１
分

科
会
が
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
議
会

費
・
総
務
費
・
産
業
経
済
費
及
び
職
員

費
を
、
第
２
分
科
会
が
福
祉
費
及
び
衛

生
費
を
、
第
３
分
科
会
が
環
境
費
及
び

都
市
整
備
費
を
、
第
４
分
科
会
が
教
育

費
、
公
債
費
、
諸
支
出
金
、
予
備
費
並

び
に
各
特
別
会
計
予
算
を
所
管
し
ま
し

た
。３

月
２
日
の
委
員
会
で
は
、
総
括
質

疑
を
実
施
し
、
１０
名
の
委
員
か
ら
区
政

運
営
全
般
に
つ
い
て
、
多
角
的
か
つ
大

局
的
な
観
点
に
立
っ
て
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
３
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
、
各
分
科
会
を
開
催
し
、
所
管
事
項

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
が
終
了

し
、
各
分
科
会
長
か
ら
報
告
書
が
提
出

さ
れ
、
３
月
１０
日
に
、
当
委
員
会
は
、

各
分
科
会
長
か
ら
審
査
経
過
及
び
各
会

派
か
ら
の
意
見
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
の
委
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
平
成
２２
年
度
�
飾
区
一
般
会
計
予
算

の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
に
つ
い
て

は
、
提
出
者
代
表
か
ら
提
案
説
明
を
受

け
て
採
決
を
行
い
、
動
議
は
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
付
託
議
案
７
件
に
つ
い

て
順
次
採
決
を
行
い
、
「
平
成
２２
年
度

�
飾
区
一
般
会
計
予
算
」
、
「
平
成
２２

年
度
�
飾
区
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
」
、
「
平
成
２２
年
度
�
飾
区

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予

算
」
、
「
平
成
２２
年
度
�
飾
区
老
人
医

療
事
業
特
別
会
計
予
算
」
、
「
平
成
２２

年
度
�
飾
区
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
」
、
「
平
成
２２
年
度
�
飾
区
駐
車

場
事
業
特
別
会
計
予
算
」
は
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
平
成
２２

年
度
�
飾
区
用
地
特
別
会
計
予
算
」
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
区
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
点
を
評
価

平
成
２２
年
度
予
算
案
は
、
厳
し
い
財
政
環

境
下
、
職
員
定
数
の
削
減
な
ど
こ
れ
ま
で
の

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
財

調
基
金
の
取
り
崩
し
を
す
る
こ
と
な
く
、
計

画
事
業
に
加
え
、
新
た
な
る
施
策
に
も
踏
み

込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
区
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

総
務
費

総
合
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
は
、

お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
、
人
材
育
成
等
、
目

に
見
え
る
形
で
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。
防
災
活
動
拠
点
整
備
は
、
目
標
の
３０
カ

所
へ
向
け
て
の
着
実
な
推
進
と
内
容
の
充
実

を
求
め
ま
す
。
投
票
所
出
入
口
の
仮
設
ス
ロ

ー
プ
が
で
き
て
い
な
い
施
設
が
あ
れ
ば
設
置

を
要
望
し
ま
す
。

産
業
経
済
費

緊
急
資
金
融
資
事
業
の
継

続
と
設
備
投
資
融
資
の
開
設
な
ど
評
価
し
ま

す
。
今
後
の
雇
用
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
区
独

自
の
雇
用
対
策
の
検
討
を
望
み
ま
す
。
区
の

融
資
制
度
を
利
用
し
て
い
る
経
営
者
が
金
融

円
滑
化
法
を
利
用
し
て
融
資
条
件
が
変
更
し

た
と
き
の
負
担
軽
減
策
を
区
独
自
で
検
討
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
す
。

福
祉
費

子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
に
当

た
っ
て
は
円
滑
に
遂
行
で
き
る
体
制
の
構
築

を
求
め
ま
す
。
障
害
者
福
祉
施
設
へ
の
バ
ス

送
迎
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
へ
配
慮
あ
る
対

応
を
望
み
ま
す
。
障
害
乳
幼
児
早
期
療
育
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園

へ
の
訪
問
相
談
事
業
を
き
め
細
や
か
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
連
携
フ
ァ
イ
ル
の
小
学
校

へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
つ
い
て
有
効
に
活
用

さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の
拡
充

を
望
み
ま
す
。
待
機
児
解
消
を
め
ざ
し
た
保

育
所
の
増
設
を
高
く
評
価
し
ま
す
。
一
時
保

育
・
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
保
護
者
が
利
用
し
や
す
い
駅
前
の

実
施
を
含
め
、
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
保
育
所
入
所
申
込
み
に
当
た
っ
て

は
、
入
所
判
定
に
大
き
く
影
響
す
る
点
に
つ

い
て
、
実
情
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
申
込
者

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

衛
生
費

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
全
小
学
校
へ
の
設
置
を
評
価
し
ま
す
。

が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め
受
診
し
や
す
い
事

業
展
開
を
望
み
ま
す
。
予
防
接
種
事
業
の
拡

充
は
評
価
し
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
充
実
と
効

果
あ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
求
め
ま
す
。

環
境
費

プ
ラ
マ
ー
ク
の
回
収
で
優
良
区

と
し
て
Ａ
ラ
ン
ク
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
い
た
し
ま
す
。在
区
外
国
人
へ
の「
ご

み
の
分
別
収
集
」
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ
ら
な
る

リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
の

推
進
を
要
望
し
ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
普
及

促
進
、
壁
面
・
屋
上
の
緑
化
や
緑
の
カ
ー
テ

ン
事
業
の
促
進
、
水
質
浄
化
や
ホ
タ
ル
の
復

活
へ
の
取
り
組
み
を
要
望
し
ま
す
。

都
市
整
備
費

子
ど
も
と
高
齢
者
の
視
点

を
重
点
に
お
い
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
街
づ
く
り
を
求
め
ま
す
。
金
町
駅
北
口
周

辺
な
ど
、
駅
周
辺
や
地
区
の
街
づ
く
り
の
着

実
な
推
進
を
求
め
ま
す
。
耐
震
基
準
に
満
た

な
い
木
造
住
宅
の
建
て
替
え
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
要
望
し
ま
す
。
自
転
車
、
バ
イ
ク

の
コ
イ
ン
駐
車
場
の
促
進
、
ボ
ー
ル
遊
び
の

で
き
る
公
園
づ
く
り
を
要
望
し
ま
す
。
新
中

川
に
設
置
予
定
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
早
期
開
設

を
要
望
し
ま
す
。
児
童
遊
園
の
灰
皿
の
完
全

撤
去
に
つ
い
て
は
、
計
画
通
り
推
進
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

教
育
費

か
つ
し
か
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
予
算
化
な
ど
を
評
価
し
ま
す
。
２５
年

度
に
東
京
理
科
大
学
が
開
学
予
定
で
す
が
、

今
後
の
�
飾
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
か
つ

し
か
区
民
大
学
、
産
学
公
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
、
後
世
の
区
民
か
ら
評
価
さ
れ
る
取

り
組
み
を
求
め
ま
す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
流
れ
る
プ
ー
ル
な
ど
、
す

べ
て
の
区
民
の
利
用
を
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
を
要
望
し
ま
す
。
今
後
の
学
校
改
築
に

つ
い
て
は
、
全
国
に
誇
れ
る
取
り
組
み
を
求

め
ま
す
。
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設
置
、
芝

生
化
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
小
中
一
貫
教
育
、

学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
学
力
・
体
力
の
向

上
策
な
ど
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ
い

た
計
画
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を
求
め
ま
す
。

各
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
了
と
し
、

事
業
の
適
切
な
執
行
を
望
み
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
２２
年
度
予
算
を
審
査

平成２２年度予算の概要
各 会 計 予 算

対前年度増減比

０．９％

－４．４％

１．９％

－４８．８％

５．８％

―

－７５．８％

－０．５％

金 額

１，５２３億３，０００万円

５０８億 ４００万円

７１億９，０００万円

４，１００万円

２３８億３，０００万円

５億３，４５０万円

４億９，５１０万円

２，３５２億２，４６０万円

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

老人医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

用 地 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

合 計

区民一人当たりの予算額（一般会計）
１５３，７７０円

３４，３６５円

４６，２６６円

３４，０６８円

１４，９９４円

９，８８１円

７，９６６円

３７，７６９円

３３９，０７９円

人口は４４６，３２３人（平成２２年１月１日現在）から算出し、合
計には、予備費等が含まれていません。

高齢社会、健康づくり等、福祉と衛生に

生涯学習の支援や小中学校の運営などに

災害対策や地域活動、文化振興などに

道 路 ・ 公 園 整 備 や ま ち づ く り に

清 掃 事 業 や 環 境 対 策 に

中小企業に対する融資など産業経済に

特 別 区 債 の 償 還 な ど に

国民健康保険・介護保険事業などの繰り出しに

合 計

一 般 会 計

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
旨
）

�
飾
区
議
会
公
明
党

この面から７面まで、平成２２年度予算に対する
各会派の意見を掲載しました。平成２２年度予算に対する各会派の意見

（5）平成22年［2010年］4月25日

�飾区議会公式サイト http : //www.katsushika-kugikai.jp/
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